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塗
布
量
は
延
び
も
大
き
く
影
響
す
る
。
外

用
回
数
に
つ
い
て
1
日
1
回
と
添
付
文
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
褥
瘡
治
療
皮
膚
外
用
剤
は

ブ
ロ
メ
ラ
イ
ン
軟
膏
な
ど
3
つ
に
限
ら
れ
て

い
る
。
現
場
で
は
、
ガ
ー
ゼ
や
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
材
で
覆
っ
て
し
ま
う
た
め
に
、
1
日
1
回

し
か
外
用
し
な
い
場
合
が
大
部
分
で
あ
り
、

十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　

皮
膚
外
用
剤
は
基
剤
や
剤
形
お
よ
び
使
用

方
法
を
理
解
し
、
正
し
く
選
び
、
正
し
く
使

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

来
年
は
名
古
屋
で
開
催

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
の
症
例
ど
う
す
る
」

で
は
4
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
発
表
し
た
症

例
を
も
と
に
、
フ
ロ
ア
も
交
え
て
症
例
検
討

会
が
行
わ
れ
た
。
ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が

「
外
用
薬
の
特
性
を
理
解
し
て
褥
瘡
の
外
用

療
法
を
実
践
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、

約
90
名
が
参
加
し
た
。
褥
瘡
モ
デ
ル
を
用
い

た
外
用
薬
の
実
践
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
第
2
回
の
大
会
長
で
あ
る
坪
井
憲

江
氏
（
並
木
病
院
）
が
「
2
0
2
0
年
2
月

16
日
に
名
城
大
学
（
名
古
屋
）
で
次
回
学
術

集
会
を
開
催
す
る
」
と
発
表
し
た
。

ゲ
ノ
ム
医
療
の
普
及
発
展

連
携
・
協
力
契
約
を
締
結

　

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
と
㈱
Ｌ
Ｓ
Ｉ
メ

デ
ィ
エ
ン
ス
は
、
ゲ
ノ
ム
医
療
の
普
及
、
さ

ら
に
将
来
の
ゲ
ノ
ム
医
療
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
病
院
内
に
ゲ
ノ
ム
医
療

推
進
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
ゲ
ノ
ム
医
療
に

お
け
る
連
携
・
協
力
の
基
本
契
約
を
締
結
し

た
。
4
月
18
日
に
両
者
が
発
表
。

　

基
本
契
約
に
基
づ
い
て
、
先
端
医
療
の
普

及
、
発
展
へ
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
、
施
設
・
設
備
の
拡
充
、
高
度
医
療
に

関
す
る
知
識
・
技
術
の
習
得
、
人
材
の
育
成

な
ど
に
お
い
て
協
業
体
制
を
構
築
す
る
。

　

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
病
院
は
「
特
定

機
能
病
院
」「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
」「
難
病
医
療
拠
点
病
院
」
等
の
指
定
を

受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
高
度
で

専
門
的
な
医
療
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
連
携
病
院
」
に
選
定
さ

れ
る
な
ど
、
が
ん
及
び
難
治
性
疾
患
の
ゲ
ノ

ム
医
療
の
充
実
に
尽
力
し
て
き
た
。

　

L
S
I
メ
デ
ィ
エ
ン
ス
は
三
菱
ケ
ミ
カ
ル

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
グ
ル
ー
プ
企
業
と
し

て
培
わ
れ
た
分
析
技
術
を
も
と
に
、
医
療
に

関
わ
る
臨
床
、
研
究
分
野
を
中
心
に
幅
広
く

検
体
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

契
約
に
よ
る
連
携
・
協
力
事
項

①
ゲ
ノ
ム
医
療
推
進
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関

す
る
こ
と

②
遺
伝
子
検
査
、
難
病
特
殊
検
査
の
実
施
に

関
す
る
こ
と

③
先
端
検
査
の
開
発
研
究
支
援
及
び
実
施
に

関
す
る
こ
と

④
附
属
病
院
等
に
お
け
る
研
究
・
検
査
に
関

す
る
こ
と

⑤
教
育
及
び
研
究
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

⑥
人
材
の
育
成
に
関
す
る
こ
と

⑦
共
同
研
究
に
関
す
る
こ
と

【 4・ニュース】
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「外来患者処方数」のデータを基に薬事新報社でグラフを作成

外来患者処方数（院内、院外）の割合（％）
（病院規模・診療所有床無床別）

出所：厚生労働省「平成 29 年医療施設調査」（e-Stat  2017 年調査  2018 年 12 月 27 日公表）
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00450021&tstat=000001030908&cycle=7&tclass1=000001123595&second2=1

院外院外 院内

院外率 72.9％

院外率 73.8% 院外率 71.8%

院外率 56.9％

※「外来患者処方数」は、平成 29年 9月中の延回数である。赤字は各総数。
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皮
膚
褥
瘡
外
用
薬
学
会
は
、
2
0
1
4
年

に
発
足
し
た
外
用
療
法
研
究
会
が
発
展
し
、

皮
膚
疾
患
に
使
用
さ
れ
る
外
用
薬
の
適
正
な

使
用
を
促
す
と
と
も
に
、
外
用
療
法
に
お
け

る
チ
ー
ム
医
療
の
重
要
性
を
認
識
し
た
う
え

で
医
療
者
間
で
の
情
報
共
有
お
よ
び
協
働
を

実
践
し
、
円
滑
か
つ
効
率
的
な
外
用
薬
治
療

を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
2

0
1
8
年
に
設
立
さ
れ
た
。

　

皮
膚
褥
瘡
外
用
薬
学
会
と
な
っ
て
初
め
て

の
学
術
集
会
が
こ
の
ほ
ど
、
星
薬
科
大
学
百

年
記
念
館
に
お
い
て
門
脇
寛
篤
大
会
長
（
吾

妻
さ
く
ら
病
院
薬
局
）
の
も
と
「
急
性
期
病

態
に
お
い
て
の
適
切
な
外
用
療
法
の
選
択
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。

　

学
会
設
立
記
念
講
演
、
特
別
講
演
、
教
育

講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ

ナ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

２
１
０
名
が
参
加
。
東
京
都
病
院
薬
剤
師
会
、

神
奈
川
県
病
院
薬
剤
師
会
、
神
奈
川
県
薬
剤

師
会
、
日
本
老
年
薬
学
会
が
後
援
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
門
脇
大
会
長
は
「
皮
膚

疾
患
の
始
ま
り
は
急
性
期
で
あ
る
た
め
、
急

性
期
の
治
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
医
師
、
看
護

師
、
薬
剤
師
等
が
知
識
を
得
る
こ
と
で
、
早

期
治
癒
が
期
待
で
き
る
」
と
大
会
テ
ー
マ
に

つ
い
て
趣
旨
を
説
明
し
た
。

　

学
会
設
立
記
念
講
演
で
は
、
古
田
勝
経
氏

（
皮
膚
褥
瘡
外
用
薬
学
会
代
表
／
小
林
記
念

病
院
）
が
「
褥
瘡
を
治
せ
な
か
っ
た
理
由
が

明
ら
か
に
な
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
次
の
通
り

外
用
薬
の
適
正
使
用
、
多
職
種
に
よ
る
協
働

な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

難
治
性
皮
膚
疾
患
で
あ
る
褥
瘡
は
、
こ
れ

ま
で
治
ら
な
い
、
治
せ
な
い
と
い
う
先
入
観

が
あ
り
、
必
ず
し
も
適
切
な
治
療
が
行
わ
れ

て
い
な
い
。
長
年
、
医
療
者
の
間
で
外
用
薬

の
基
剤
特
性
を
考
慮
し
な
い
使
用
が
行
わ
れ

て
き
た
こ
と
が
そ
の
主
な
要
因
で
あ
る
。

　

古
田
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る
外
用
薬
の
適
正
な

使
用
に
よ
っ
て
、
治
せ
な
い
褥
瘡
が
早
期
に

改
善
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
厚
労
省

は
外
用
薬
の
適
正
使
用
を
促
す
た
め
、
２
０

１
４
年
3
月
19
日
に
「
薬
剤
の
使
用
方
法
に

関
す
る
実
技
指
導
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」

の
通
知
を
発
出
し
、
薬
剤
師
の
外
用
薬
の
実

技
指
導
を
義
務
化
し
た
。
外
用
薬
の
適
正
使

用
を
推
進
す
る
た
め
に
は
チ
ー
ム
医
療
に
お

い
て
薬
剤
師
の
参
加
が
必
要
で
あ
る
。

　

湿
潤
状
態
を
適
正
に
保
持
す
る
た
め
に
外

用
薬
の
基
剤
特
性
に
基
づ
く
選
択
使
用
が
不

可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
皮
膚
に
は

加
齢
変
化
に
よ
る
た
る
み
が
あ
り
、
深
い
創

で
は
そ
れ
が
影
響
し
て
創
の
変
形
や
移
動
を

起
こ
し
、
創
内
の
薬
剤
滞
留
を
阻
害
す
る
こ

と
で
薬
剤
の
効
果
を
減
弱
さ
せ
る
。

　

そ
の
た
め
、
創
の
固
定
な
ど
変
形
・
移
動

の
防
止
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
皮
膚
や

褥
瘡
な
ど
の
皮
膚
潰
瘍
に
お
け
る
外
用
薬
治

療
の
適
正
化
を
医
療
者
間
で
情
報
共
有
す
る

こ
と
で
、
多
種
多
様
な
皮
膚
疾
患
を
改
善
さ

せ
る
だ
け
で
な
く
、
効
率
の
よ
い
外
用
薬
治

療
を
実
現
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

大
谷
氏
が
教
育
講
演　

F
T
U

　

大
谷
道
輝
氏
（
杏
雲
堂
病
院
）
が
、
教
育

講
演
「
皮
膚
外
用
剤
の
正
し
い
選
び
方
と
使

い
方
」
を
行
い
、
1
F
T
U
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
F
T
U
は Finger-tip unit 

の
こ
と

で
成
人
の
指
に
軟
膏
を
乗
せ
た
量
の
単
位
。

軟
膏
の
使
用
量
の
目
安
で
1
F
T
U
は
約
0

・
5
g
。
講
演
の
最
後
に
は
、
参
加
者
と
と

も
に
1
F
T
U
の
体
験
も
行
っ
た
。

　

講
演
の
概
要
は
次
の
通
り
。

　

最
適
な
皮
膚
外
用
剤
を
選
択
す
る
こ
と
が

最
も
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
医
療
現
場
で

は
皮
膚
外
用
剤
の
選
択
に
迷
う
場
面
が
多
く

認
め
ら
れ
る
。
皮
膚
外
用
剤
は
正
し
く
選
ば

れ
て
い
て
も
、
使
用
方
法
が
間
違
っ
て
い
る

場
合
も
少
な
く
な
い
。

　

皮
膚
外
用
剤
は
、
基
剤
中
に
溶
け
て
い
る

主
薬
が
皮
膚
を
透
過
し
効
果
を
発
現
す
る
。

ク
リ
ー
ム
は
基
剤
に
「
水
」
と
「
油
」
を
含

む
た
め
に
主
薬
の
溶
解
性
が
高
く
、
皮
膚
透

過
に
優
れ
る
。
軟
膏
は
基
剤
中
に
高
濃
度
で

主
薬
を
溶
か
す
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
可
溶

化
剤
が
配
合
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
組
成
に
も
理
解
が
大
切
で
あ
る
。

　

患
者
に
も
1
F
T
U
を
用
い
て
指
導
し
て

い
る
が
、
医
療
従
事
者
自
身
が
実
際
に
体
験

し
て
い
る
こ
と
は
希
で
あ
る
。

【ニュース・3 】

皮
膚
褥
瘡
外
用
薬
学
会

　

初
め
て
の
学
術
集
会
を
開
催

門脇大会長

古田代表が設立記念講演
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高
度
で

専
門
的
な
医
療
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
連
携
病
院
」
に
選
定
さ

れ
る
な
ど
、
が
ん
及
び
難
治
性
疾
患
の
ゲ
ノ

ム
医
療
の
充
実
に
尽
力
し
て
き
た
。

　

L
S
I
メ
デ
ィ
エ
ン
ス
は
三
菱
ケ
ミ
カ
ル

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
グ
ル
ー
プ
企
業
と
し

て
培
わ
れ
た
分
析
技
術
を
も
と
に
、
医
療
に

関
わ
る
臨
床
、
研
究
分
野
を
中
心
に
幅
広
く

検
体
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

契
約
に
よ
る
連
携
・
協
力
事
項

①
ゲ
ノ
ム
医
療
推
進
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関

す
る
こ
と

②
遺
伝
子
検
査
、
難
病
特
殊
検
査
の
実
施
に

関
す
る
こ
と

③
先
端
検
査
の
開
発
研
究
支
援
及
び
実
施
に

関
す
る
こ
と

④
附
属
病
院
等
に
お
け
る
研
究
・
検
査
に
関

す
る
こ
と

⑤
教
育
及
び
研
究
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

⑥
人
材
の
育
成
に
関
す
る
こ
と

⑦
共
同
研
究
に
関
す
る
こ
と

【 4・ニュース】
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「外来患者処方数」のデータを基に薬事新報社でグラフを作成

外来患者処方数（院内、院外）の割合（％）
（病院規模・診療所有床無床別）

出所：厚生労働省「平成 29 年医療施設調査」（e-Stat  2017 年調査  2018 年 12 月 27 日公表）
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00450021&tstat=000001030908&cycle=7&tclass1=000001123595&second2=1

院外院外 院内

院外率 72.9％

院外率 73.8% 院外率 71.8%

院外率 56.9％

※「外来患者処方数」は、平成 29年 9月中の延回数である。赤字は各総数。


